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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

「化学基礎」の科目は、2・3年生で履修する「化学」の基礎となる科目です。また、「化学基

礎」の中でも一単元が次の単元の基礎となるように、単元と単元の繋がりや、積み重ねの要素が

強い科目です。そのため、予習と復習を大切にし、疑問や苦手を放置することのないよう、各単

元ごとに内容をしっかりと習得していくよう心がけましょう。予習では教科書に加え、スタディ

サプリなどの動画教材を積極的に活用することが効果的でしょう。また授業後にはその範囲の問

を副教材の問題集を活用して、深めるようにしましょう。丁寧に学習を進めれば決して化学は難

しい科目ではないので、頑張りましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

知識・技能        …事前に説明を受けた知識や科学的概念を理解できる。また、実験

の目的を理解して操作をミスなく正確に行い、正しい結果を導く

ことができる。 

思考・判断・表現     …現象に対して何が原因であるのかを推察し、十分な考察を経て得

られた結論を自分の言葉で表現できるようになる。 

主体的に学習に取り組む態度…事例に対して、科学（化学）がどのように関わりをもっているか 

              を様々な方法で調べて自分の言葉でまとめて発表し、他者へ説明

できるようになる。 

 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

・化学に関わる現象につい

て、基本的な概念や原理・原

則を理解し、知識を身に付

けている。 

・化学に関わる現象に関す

る観察、実験などを行い、基

本操作を習得するととも

に、現象を科学的に探究す

る技能を身に付けている。 

・化学に関わる現象の中に課

題や疑問点を見いだし、学習

を通して、事象を科学的かつ

構造的に考察し、導き出した

考えを適切に表現している。 

・日常生活や社会との関連を

図りながら化学に関わる現

象の関係に関心をもち、意欲

的に探究しようとするとと

もに、化学が我々にとってど

れだけ有益であるかをとい

う知識や認識を身に付けて

いる。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期

中

間 

化

学

と

物

質 

物質の構成 

元素の単体と化合物 

物質の三体 

a: 混合物の分離や成分元素の確

認などの実験を理解し，具体

的な方法を習得している。物

質が原子・分子・イオンから

成り立つことを理解し、化学

結合や性質に関する基本概

念を理解し，知識を身に付け

ている。 

b: 原子は原子核と電子からな

り，電子の状態が物質の状態

に大きく寄与することを推

論できる。 

c: 物質の構造や性質に関心をも

ち，意欲的に探究しようとす

る。 

定期考査 

小テスト 

実験作業 

 

定期考査 

小テスト 

実験作業 

授業内で

の課題配

布から考

察・結論 

発表 

 

 

物
質
の
構
成
粒
子 

原子の構成 

電子配置 

イオン 

元素の周期表 

化
学
結
合 

イオン結合 

共有結合 

分子間力 

金属結合 

前
期 

期
末 

物
質
量
と
化
学
反
応
式 

 

原子量・分子量・式量 

物質量と粒子の数 

物質量と質量 

物質量と気体の体積 

溶液と濃度 

化学反応式 

化学反応式と量的関係 

過不足のある化学変化 

 

a: 原子量・分子量・式量・物質量

を理解し物質量を用いた簡単

な計算ができる。物質量の概念

で化学変化の量的関係を把握

する方法を理解し，知識を身に

付けている。 

b: 化学変化では，一定の量的関

係が成り立つことを実験を通して

考察する。 

c: 化学変化の量的関係を物質量

と関連させ考察しようとする。 

 

 

定期考査 

小テスト 

実験作業 

 

定期考査 

小テスト 

実験作業 

 

授業内で

の課題配

布から考

察・結論 

発表 
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後
期
中
間 

酸
と
塩
基 

酸・塩基の定期 

酸・塩基の価数と強弱 

水素イオン指数 

中和と塩 

中和反応の量的関係 

中和滴定 

滴定曲線 

a: ビュレット，ホールピペット

などの取り扱いと同時に，中和

滴定の技能を習得している。 

日常生活と関連付けて酸・塩基

の反応を捉えることができ，さ

らに中和滴定の量的関係を理

解している。 

b: 酸・塩基の観察，実験から共

通性を見出し，酸・塩基の定義

を理解し生活と関連付けて考

察する。 

c: 酸，塩基や中和反応に関心を

もち，日常生活に関連付けて，

意欲的に探究しようとする。 

定期考査 

小テスト 

実験作業 

 

定期考査 

小テスト 

実験作業 

 

授業内で

の課題配

布から考

察・結論 

発表 

 

後
期 

期
末 

酸
化
還
元
反
応 

酸化・還元の定義 

酸化数 

酸化剤と還元剤 

酸化還元反応と量的関係 

イオン化傾向 

金属の酸化還元反応 

電池の仕組み 

酸化還元反応の利用 

a: 観察，実験を通して，酸化・還

元の定義と，酸化数の定義の有

効性を理解し，現象の中に共通

性を見出し，酸化還元反応を論

理的に考察する。酸化・還元の

定義を理解し，知識を身に付け

ている。 

b: 観察，実験を通して，酸化・還

元の定義と，酸化数の定義の有

効性を理解し，それらをもとに

事物・現象の中に共通性を見出

し，酸化還元反応として論理的

に考察する。 

c: 燃焼，金属の溶解や腐食など

の反応に興味をもち，電子の授受

という観点から意欲的に探究し

ようとする。 

  

定期考査 

小テスト 

実験作業 

 

定期考査 

小テスト 

実験作業 

 

授業内で

の課題配

布から考

察・結論 

発表 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 

 


